
F i l e  N o. 06

宮城県
面　積 7,282 ㎢
人　口 2,228,802人
県の花 ミヤギノハギ
県の木 ケヤキ
県の鳥 ガン

求める教員像
みやぎの教員には，教員個人の持つ教育への情熱や自己研鑽力，たくましく豊かな人間性を基盤として，職場
内外での各種研修等によって，授業力や子供理解，生徒指導力などの実践力をより確かなものにすることが求
められています。

出願期間
公開日　令和７年４月12日（土）
電子申請　令和７年４月14日（月）9:00～５月12日（月）17:00

試験日程

１次試験
　試験日　令和７年７月12日（土）　　合格発表日　令和７年８月１日（金）
２次試験
　試験日　個人面接・集団討議：令和７年８月27日（水）～29日（金）・９月２日（火）・３日（水）の指定した１日
　実技試験：令和７年９月４日（木）　　合格発表日　令和７年９月26日（金）

年齢制限 昭和39年４月２日以降に生まれた者

募集教科

［小］一般枠，地域枠（気仙沼・東部・北部），特別支援学校枠　［中］〈一般枠・特別支援学校枠〉国語，社会，
数学，理科，技術，英語　［中高］〈一般枠・特別支援学校枠〉保健体育，音楽，美術，家庭　［高］〈一般枠・
特別支援学校枠〉国語，地理歴史（日本史，世界史，地理），公民，数学，理科（物理，化学，生物，地学），農
業，工業（機械，電気・電子，建築，土木，工業化学），商業，水産（航海系），看護，情報，福祉，英語　［養］ 
［栄］栄養教諭A：県内公立（仙台市立を除く）の現職本務栄養職員，栄養教諭B：栄養教諭Ａ以外の者

特記事項

■特別選考　●障害者特別選考　●教職経験者特別選考（栄養教諭Aは教職経験者特別選考に準ずる）　次
の（1），（2）のいずれかに該当する者は，１次の教職・一般を免除。（1）出願時に県内公立の講師，非常勤講師，
実習助手等として勤務しており，令和４年４月１日～令和７年５月12日の期間に講師等としての経験が通算
12月以上ある者。（2）令和４年４月１日～令和７年５月12日の期間に国内国公立の教諭，講師等としての経
験が通算24月以上ある者●他県現職者等特別選考　令和４年４月１日～令和７年５月12日の期間に国内国
公立の教諭等としての勤務経験（受験予定の校種・教科（科目）と同一であること）が継続して24月以上ある
者は，１次を免除。●宮城県元職者特別選考　県内公立の教諭等としての勤務経験（受験予定の校種・教科（科
目）と同一であること）が通算36月以上あり，退職後10年以内の者は，１次を免除。●令和７年度選考総合成
績ランク「C」特別選考　前年度の校種・職種・教科と同一の出願に限り，１次を免除。

新規情報

■地方会場　１次試験に東京会場あり。■初任給　大卒266,864円，修士修了285,360円（教職調整額，
義務教育教員等特別手当を含む）。■初任者研修　「みやぎの教員に求められる資質能力」に基づき，実践
的指導力と使命感を養う。OJTを重視し，勤務校でも初任者が相談しやすいような態勢づくりに留意。
■臨時的任用教員の研修　あり。■へき地／離島／寒冷地勤務　義務ではない。■懲戒処分の指針　「教
職員に対する懲戒処分原案の基準」を公表。

2021年度
(2020年実施)

2022年度
(2021年実施)

2023年度
(2022年実施)

2024年度
(2023年実施)

2025年度
(2024年実施)

受験者数 1,645 1,643 1,337 1,406 1,337
採用予定者数 440 520 505 415 410

▼︎�受験者数等推移

小学校 中学校 高等学校

いじめ（件） 12,405 1,989 250

不登校（人） 3,009 4,831 1,927

▼�令和５年度　問題行動調査でのいじめの
　認知件数と不登校児童・生徒数
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2026年度（2025年実施） 筆記試験DATA

　〈教職教養〉のうち，学習指導要領では，総則の

「教育課程の実施と学習評価」が出題された。また，

総合的な学習の時間に関する問題も出題された。こ

のほか，「特別支援学校教育要領・学習指導要領解説

自立活動編（幼稚部・小学部・中学部）」から自閉症

のある児童生徒への具体的指導内容等を問う問題も

出題されている。

　教育原理（情報教育，学校安全等）のうち，情報

教育では「教育の情報化に関する手引」（2019年）

が出題されたほか，「『令和の日本型学校教育』の構

築を目指して」（2021年）からICT活用の基本的な考

え方を問う問題も出題された。学校安全では，「学校

の『危機管理マニュアル』等の評価・見直しガイド

ライン」（2021年）から避難訓練に関する問題が出題

された。

　生徒指導では幅広い領域から出題されており，今

年度は「誰一人取り残されない学びの保障に向けた

不登校対策（COCOLOプラン）」（2023年）や「いじ

めの重大事態の調査に関するガイドライン」（2024

年）等が出題された。

　教育時事では，「第4期教育振興基本計画」（2023

年）からウェルビーイングに関する問題や5つの基本

方針を問う問題が出題された。また，「こども大綱」

（2023年）や「主体的・対話的で深い学びを実現する

授業改善の視点について」（2020年）等も出題された。

　教育法規では，学校保健安全法と地方公務員法，

こども基本法が出題された。

　教育史では，西洋教育史から人物（ブルーナー，デ

ューイ，フレーベル，ルソー）を問う問題がみられた。

　〈一般教養〉のうち，人文科学では例年，国語（現

代文読解）と英語（文章読解）を中心として出題さ

れており，今年度も同じような傾向となった。社会科

学では世界史・経済・倫理以外の分野から広く出題

されており，今年度は地理（農業，日本の自然・地

理等）から出題された。自然科学では例年，数学と

理科全般から幅広く出題されており，今年度，数学

では式の計算と空間図形が，理科では化学（物質の

構造）が，それぞれ出題された。

▶頻出の情報教育
▶要注意の学校安全
▶人文科学は国語（現代文読解）と英語（文章読解）
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